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自
治
会
長
会
を
開
催

平
成
二
十
六
年
度

　

高
尾
に
あ
る（
株
）奥
出
雲・ジ
ン
オ
オ

ス
イ
（
石
山
悦
子
代
表
取
締
役
）
が
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
仁
多
水
」
の

五
百
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
二
千
四
百
本
を

町
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
二

十
二
日
、　

贈
呈
式
が
仁
多
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

石
山
和
敏
会
長
か
ら
目
録
を
手
渡
さ

れ
た
勝
田
副
町
長
は
「
非
常
時
だ
け
で

な
く
、
来
町
者
へ
の
お
も
て
な
し
な
ど

に
も
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　

横
田
の
松
屋
算
盤
店
（
足
立
充
店

主
）
が
海
外
で
の
そ
ろ
ば
ん
普
及
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
奥
出
雲
町
国
際
交
流

協
会
（
藤
原
弘
道
会
長
）
に
新
品
の
そ

ろ
ば
ん
約
千
挺
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
協
会
か
ら
「
考

え
る
Ｓ
Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
日
本
普
及

会
」
（
大
阪
府
）
を
通
じ
て
、
そ
ろ
ば

ん
教
育
が
普
及
し
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

へ
二
百
五
十
挺
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
四
月
二
十
一
日
、
役
場
横
田
庁

舎
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
足
立
店
主
、
藤
原
会
長
、

　

四
月
十
三
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

仁
多
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
自
治

会
長
会
が
開
催
さ
れ
、
全
自
治
会
長
と

町
執
行
部
の
約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
永
年
に
わ
た
り
自
治
会

長
と
し
て
地
域
の
振
興
と
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
石
原
吉
德
さ
ん
（
大

谷
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
自
治
会
長
を
代
表

し
て
、
布
勢
地
区
佐
白
町
自
治
会
長
に

委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
執
行
部
か
ら
今
年
度

の
主
要
施
策
、
予
算
、
事
業
日
程
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
今
年
度
の
自
治
会
長
名
簿
は
、
広
報

四
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

　

四
月
三
十
日
、
仁
多
庁
舎
で
第
一
回

自
治
会
長
会
連
合
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
交
付
金
、
町
政
座
談

会
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
の
構
成
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
連
合
会
長
】

　

石 

原　
　

 

肇
（
布
勢
地
区
）

【
連
合
会
副
会
長
】

　

吉 

川　

忠 

良
（
馬
木
地
区
）

【
地
区
会
長
】

　

西 

村　

保 

夫
（
三
成
地
区
）

　

勝 

部　

博 

史
（
亀
嵩
地
区
）

　

西 

村　
　

 

昇
（
阿
井
地
区
）

　

大 

坂　
　

 

茂
（
三
沢
地
区
）

　

堀 

江　
　

 

修
（
鳥
上
地
区
）

　

岩 

佐　

俊 

秀
（
横
田
地
区
）

　

恩 

田　

公 

夫
（
八
川
地
区
）

　

名
勝
天
然
記
念
物
「
鬼
の
舌
震
」
の

川
開
き
安
全
祈
願
祭
が
四
月
二
十
三
日
、

「
舌
震
の
〝 

恋 

〞
吊
橋
」
前
で
行
わ

れ
、
地
元
団
体
や
観
光
文
化
協
会
な
ど

の
関
係
者
約
三
十
人
が
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

観
光
文
化
協
会
会
長
代
理
の
勝
田
副

町
長
か
ら
「
自
然
に
囲
ま
れ
た
鬼
の
舌

震
を
始
め
町
内
の
観
光
施
設
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
奥
出
雲
町
を
満
喫
で
き

る
企
画
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

奥
出
雲
町
商
工
会
か
ら
町
へ
木
製
ベ
ン

チ
が
寄
贈
さ
れ
、
四
月
二
十
六
日
、
み
な

り
遊
園
地
で
寄
贈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

作
家
に
よ
り
一
本
の
丸
太
か
ら
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
ク
マ
の
親
子
の
姿
が
か
わ
い

ら
し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
り
遊
園
地
に
は
、
こ
の
他
に
も
商

工
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
作
品
が
四
体
あ
り
、
訪
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

神
事
の
後
に
は
、
玉
日
女
橋
付
近
の

川
辺
で
勝
田
副
町
長
と
三
成
幼
稚
園
の

園
児
五
人
が
、
ヤ
マ
メ
六
十
匹
を
放
流
。

放
た
れ
た
ヤ
マ
メ
が
川
の
中
を
元
気
よ

く
泳
ぎ
だ
す
と
、
園
児
た
ち
は
歓
声
を

あ
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

て
、
新
名
所
の
吊
橋
か
ら
の
眺
め
を
楽

し
む
姿
で
早
速
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
「
仁
多
水
」
は
、
八
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
で
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。

日
本
普
及
会
の
石
井
康
雄
幹
事
が
安
部

教
育
長
の
立
会
い
の
も
と
目
録
に
調
印
。

今
年
か
ら
五
年
間
、
毎
年
五
十
挺
ず
つ

ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

ヤ
マ
メ
を
放
流
す
る
三
成
幼
稚
園
の
園
児

▲奥出雲町観光大使の『すさのおくん』と『いなたひめちゃん』も
　一緒に安全を祈願しました

▲勝田副町長（右）に目録を手渡す石山会長（左）
▲調印式の様子（（左から）石井幹事、
　藤原会長、足立店主）　

▲感謝状を受け取る石原さん

▲

木
製
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
に
っ
こ
り
！

▲

▲寄贈された木製ベンチ。
　クマの親子のかわいらしい姿が、チェンソーだけで見事に
　表現されています。

奥
出
雲
町
商
工
会

奥
出
雲
町
商
工
会

み
な
り
遊
園
地
へ
木
製
ベ
ン
チ
を
寄
贈

各
地
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自
治
会
長
会

　
　
　
会
長
が
決
定

自
治
会
長
会
連
合
会
役
員

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

観
光
シ
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ズ
ン
の
幕
開
け

観
光
シ
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ズ
ン
の
幕
開
け

鬼
の
舌
震
で
川
開
き
安
全
祈
願
祭

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー「
仁
多
水
」

二
千
四
百
本
を
寄
贈

国
際
交
流
の
懸
け
橋

ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
そ
ろ
ば
ん
寄
贈

じ
ん
お
お
す
い

た
ま
ひ
め

じ
ん
お
お
す
い

そ

ろ

ば

ん

ち
ょ
う


